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農業・食品産業技術総合研究機構

簡単かつ高度な農産物生産工程管理を

実現するウェブアプリ「apras」を開発

農研機構

アプラス

農研機構は食料・農業・農村に関する研究開発などを総合的に行う我が国最大の機関です 1

北海道日興通信（株）

農研機構 北海道農業研究センター

Hokkaido Agricultural Research Center(HARC)

畑作研究領域 作業技術担当

研究員 伊藤 淳士 Atsushi Ito



開発の背景

 食の安心・安全は国民の一大関心事

 事故が起これば大損害、信頼失墜

 農薬取締法違反

 農産物の生産工程管理を厳格に

 JA等における生産履歴記帳運動 JA

 とはいっても生産工程管理は大変

 多岐にわたる作物、品種、圃場など

 農薬などの生産資材は使用基準が複雑かつ種類も膨大

 生産工程管理業務は現場の大きな負担になっている
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「apras」とは
アプラス

WEBブラウザを使用した生産工程管理システム
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これまでの実証試験

平成17年度より北海道内のJAで実証試験を継続

協力JA：そらち南、なんぽろ、みねのぶ、いわみざわ
北はるか、めまんべつ、びほろ、つべつ
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平成２６年４月（来年度）より「apras」の本格運用をスタートします。
北海道外にもシステム導入を予定しています。



「apras」の特徴

登録閲覧
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インターネット環境が
あればどこでも使用

できます。

情報はすべて
専用サーバで管理
されています。

すべての操作は

ブラウザ上で行うこと
ができます。

ご自宅のパソコンから
アクセスできます。

システムのメンテナンスや
情報のバックアップは
専門知識のあるスタッフが
行います。

新たなソフトウェア等の
導入は一切不要です。



「apras」の特徴

登録閲覧
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最新のスマートフォン、
タブレットPCをサポート

専用の手書き帳票を
使えばIT機器なしでも

大丈夫です。

モバイル環境でも
簡単に利用することが
できます。

Fax-OCRモードで
手書き帳票も簡単に
電子化できます。



様々な端末に対応
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パソコンで



様々な端末に対応
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タブレットでスマホで



Fax-OCRで手書き帳票もOK
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農薬の使用適否判断を支援

不適切な使用が
疑われる時は
赤色で警告
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「apras」の今後の予定

 蓄積された栽培管理情報の分析

 施肥量、施肥時期と収量、品質との関係の解析など

 将来の営農改善に活用

 クラウドを通じた他のシステムとの連携動作

 様々な農業システムとの統合

 農業機械と連携して作業支援、作業情報の自動収集

カメラ

GPS

モニター

画像記録装置apras
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